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国際宅配便サービスの開始等について 

２０１４年１１月１０日 

資料１２２－４ 

本資料は、一般公衆への情報提供を目的とするものであり、当社またはその子会社の株式その他の有価証券の勧誘を構成するものではありません。 
また、本資料には、当社グループおよびグループ各社の見通し・目標等の将来に関する記述がなされています。これらは、本資料作成時点において入手可能な情報、予測や作成時点における仮定に基づいた当社の判断等に
よって記述されたものであります。そのため、今後、経済情勢や景気動向、法令規制の変化、大規模災害の発生、保有資産当の価値変動、風評・風説等、その他の幅広いリスク・要因の影響を受け、実際の経営成績等が本資
料に記載された内容と異なる可能があることにご留意ください。 
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◆アジアにおけるEコマース市場は北米

を上回り、世界最大の市場になると予
測される。 

 
◆収益拡大するにあたっては、重要な

ターゲット市場。 
 
 

１．開始に至る背景 
 (1)Eコマースのトレンド 「アジアが最大の市場となる」 

エリア別EC事業売上予測は、次のとおり(出典：eMarketer 2014年1月) 
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 平成26年8 月の訪日外客数は、前年同月比22.4%増の111 万人で、これまで8 月と
して過去最高であった平成25年（90 万6 千人）を20 万3 千人上回った。平成26 年3 
月から6カ月連続で月間の訪日外客数が100 万人を超え、1 月から8 月の累計では、前
年同期比25.8%増の863 万8 千人となった。（日本政府観光局（JNTO)報道資料より） 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

平成22年 平成23年 平成24年 平成25年

万

年別外客数 

（日本政府観光局統
計資料のデータに
基づき作成） 

平成25年に 
1000万人を突破 

 

１．開始に至る背景 
 (2) 訪日外国人の増加と日本の産品への関心 

日本訪問により、さらに日本の産品・文化の良さを知り、帰国
後も日本商品の購買意欲を継続する外国人が増加 

◆ 円安、日本への関心の高まりにより、外国からの訪問が増加 
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◆ 成長するアジア市場では、クロスボーダーEコマースや貿易を通じ、アジ
アに商品を輸出している企業の取引が拡大 

◆ 日本郵便は、成長するアジアに進出する企業を更に支援していく必要 

２．開始に至る背景 
 (3)クロスボーダーの取引拡大 

◆ 現在、日本郵便では、国際郵便のＥＭＳ・小包・国際書留などをご提供し
ているが、「安さ」、「個人宅あて配達」について、ご好評をいただいている
一方、各国それぞれの郵便・通関制度や郵便事業体のサービス品質に依
存していることから、お客様ニーズに十分にお応えできてない面がある。                   
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  経験豊富な海外の物流パートナーとの 
資本・業務提携により、EMSを補完するサー
ビスとして国際宅配便サービスを提供し、
BtoB/BtoCの海外輸出を支援！ 

 

ゆうグローバルエクスプレス（UGX) 

２．新しい国際宅配便サービスの開始 
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(1)サービスの特徴 

リードタイム・柔軟な配送 

○迅速かつ安定した送達日数 

○最大重量３０Ｋｇ、最大長さ１．５ｍ、荷物の胴回
り３ｍ。更にオーバーサイズなどの特殊な荷物 を
特約で送達可能 

○全国の郵便局で集荷を対応 

○確実な追跡とエンド・ツー・エンドのコントロールに
よる高品質な配送 

○経験豊富な物流パートナーによる丁寧な荷物の
取扱い 

高 品 質 

○商業通関による迅速かつ確実な通関 
  ※商業通関では、輸出入時に輸出入者（通関代行業者）が申告を行い 
   また、申告の際にも、電子的なシステムにより申告を実施。 
 

○関税の元払（差出人負担）・着払（受取人支払い） 
  が可能 
  ※国際郵便では受取人が関税を郵便局で支払う。  

確 実 な 通 関 

○ご利用しやすい料金、お客様ごとに相対での 
  料金設定も可能 
  
○燃料割増料（フューエルサーチャージ） 不要 
 ※国際航空貨物事業者では、運送料金以外に、燃料割増料という名目の 
  追加料金を徴収 

柔軟な料金の設定 

３．国際宅配便サービスの詳細 
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３．国際宅配便サービスの詳細 

◆ サービス開始日 2014年10月30日（木） 
   開始当初は、東京国際局・川崎東局を引受局とし、以降、順次拡大し、集荷引受を行

う。（４月には全国の集配郵便局で実施） 

◆ サービスの提供地域 

◆ 料金 （2kgの場合の料金比較）                

地域 取扱国・地域（49か国・地域） 

東アジア 大韓民国、台湾、中華人民共和国、香港 

東南アジア インドネシア、カンボジア、シンガポール、タイ、フィリピン、ベトナム、マレーシア 

西アジア インド、スリランカ、パキスタン、バングラデシュ、ミャンマー、モルディブ 

オセアニア オーストラリア、ニュージーランド 

欧州① 
アイルランド、イタリア、英国、オーストリア、オランダ、ギリシャ、スイス、スウェーデン、スペイン、デンマーク、ドイツ、ノ
ルウェー、フィンランド、フランス、ベルギー、ポルトガル、ルクセンブルグ 

欧州② 
エストニア、クロアチア、スロバキア、スロベニア、チェコ、ハンガリー、 
ブルガリア、ポーランド、ラトビア、リトアニア、ルーマニア、ロシア 

北米 カナダ 

  日本郵便 FedEx 
DHL UPS OCS 

  EMS 国際宅配便 エコノミー プライオリティ 

中国 

3,000  

6,250  8,340  10,990  

11,180  

12,300  

10,000  

韓国 10,680  
9,000  

香港 11,180  

ベトナム、フィリピン、シンガポール 
7,200  

8,740  12,150  
11,390  12,600  10,000  

インドネシア 10,150  13,350  

インド 8,200  11,920  14,730  14,980  16,500  12,000  

英国、フランス、ドイツ 
4,600  

10,300  15,520  20,580  19,670  22,000  16,000  

ロシア 11,450  16,140  24,510  35,350  31,300  21,000  

※ 他社料金は当該社のHPに掲載された公表料金 

(2)開始日・提供地域・料金 
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  国際宅配便（UGX） 国際郵便 

条約 

国際航空運送についてのある規則
の統一に関する条約（ﾜﾙｿｰ条約、改
正ﾜﾙｿｰ条約、ﾓﾝﾄﾘｵｰﾙ第4議定書及
びﾓﾝﾄﾘｵｰﾙ条約） 

万国郵便条約 

実施根拠法令 貨物利用運送事業法（許可） 
郵便法 

貨物利用運送事業法（許可） 

約款 国際宅配便運送約款（認可） 国際郵便約款（認可） 

料金 
公表料金（事後届出） 

相対料金可 
公表料金（事前届出） 

通関 申告納税方式 
賦課課税方式 

（20万円超）申告納税方式 

ユニバーサルサービス義務 なし あり 

(3)国際宅配便と国際郵便との根拠法令の違い 
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◆ 出資の概要 

 ・ 会社名 ： レントン・グループ・リミテッド 

 ・ 事業内容 ： キャセイパシフィック航空、香港ドラゴン航空のネットワークを活用したグロー
バルな輸送・配送   

 ・ 代表者 ： モーティ・ラングスロー 

 ・ 株主構成 ： 日本郵便㈱  14.9％ 
 ハミントン・ベンチャーズ 50.4％ 
 ジオポスト  34.7％ 

 ・ 株式譲渡完了 ： 2014年10月10日 

４．出資提携の概要 

（本件出資後） 

◆ 目的 

 ・ レントングループの世界的な航空輸送ネットワーク、ジオポストの海外小包配送ネットワーク
を結合することで、成長著しいアジア市場への展開を中心に、Ｅコマース物流に主眼を置い
た高品質な国際宅配便サービスの提供を可能とする。 

 ・ 単なる業務提携ではなく、資本提携を通じて経営に参画することにより、引受から配達まで
配送品質をコントロールすることが可能    
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Global Network 
アジア 

Tokyo 
Osaka 
Seoul 
Taipei 

Penang 
Kuala Lumpur 

Bangkok 
Manila 
Jakarta 

Singapore 
Phnom Penh 

Hanoi 
Ho Chi Minh 

Yangon 
ヨーロッパ

London 
Amsterdam 

Frankfurt 
Paris 

Moscow 
インド等 

Delhi 
Mumbai 
Chennai 

Bangalore 
Kolkata 

Colombo 
Karachi 
Dhaka 

Kathmandu 
Male 

中東 
Dubai 

Abu Dhabi 
Bahrain 

アフリカ 
Johannesburg 

オーストラリア等 
Sydney 

Melbourne 
Perth 

Brisbane 
Auckland 

中国 
Hong Kong 

Beijing 
Guangzhou 

Shanghai 
Xiamen 

Shenzhen 
Hangzhou 
Chengdu 
Qingdao 

Chongqing 
Ningbo 

Zhengzhou 

北米 
Los Angeles 

Miami 
New York 
Vancouver 

Toronto 
Montreal 

～アジアを中心に 
 グローバルな国際貨物輸送ネットワークを展開～ 

３０カ国、５６の主要都
市を繋ぐネットワーク 

※2014.6時点 
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Global Network 

アジア（１社） 
DTDC 

欧州（DPD)（２２社） 
DPD Germany、DPD Belux、DPD Bosnia 
DPD Bulgaria、DPD Croatia、DPD Czech 
DPD Estonia、DPD Hungary、DPD Ireland 
DPD Latvia、DPD Lithuania、DPD 
Netherlands、DPD Polska、DPD Romania 
DPD Serbia、DPD Slovakia、DPD Slovenia 
DPD Switzerland、DPD UK、
DPDKazakhstan、DPD Russia、DPD 
Ukraine 

欧州（４社） 
Chronopost International (FR) 
Exapaq (FR) 
Seur GeoPost (ES) 
Chronopost Portugal 
Interlink Express (GB) 

北米（１社） 
Geopost Americas 

～多くの自社配送拠点をヨーロッパを中心に展開～ 

中東（１社） 
Yurtici Kargo (TR) 

アフリカ（５社） 
Chronopost International Cote D’ivoire 
EMS Chronopost International Burkina 
EMS Chronopost International Maroc 
EMS Chronopost Niger 
DPD Laser Express (ZA) 

小包・エクスプレス事業 

フランス第１位、ヨーロッパ第２位  
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